.

I INT—A B

Hh 15

AT=BMDE R

T E=HIIZE %ﬁf&_Li’m" EMhnTLhS
ESELTUL AT B (DI,

D ANH =

SETESHNZEHITDOTSH
FONTTBH-ODFUEEREK

= RRY [ St = (C

2014/10/10
Rua>ARo o v 2—



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
第６分科会　エンパワーメント
　　
岡山市の実践　 「学び合いが地域を変える」～新しいコミュニティの創造～ について発表させていただきます。
発表者は岡山市立福浜公民館長の上田達伸です。よろしくお願いします。

私たちの考えている「エンパワーメント」とは
★社会的に困難な立場におかれている人たち、
主に発達障がいを持つ子どもやその保護者、介護が必要になった高齢者が生活していく力を身につけ、
地域の人たちが主体的に地域社会に参画できる力を身につけるようにするための
学びと実践であると考えます。
そして、私たちは　個人だけでなく　地域の変容をねらって取り組んでおります
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　私たちは公民館で行っているエンパワーメントを一つの図に整理してみました。
★問題をいろいろと抱えている地域、そのネガティブなイメージの地域が、
★公民館が学びの場を設定し、コーディネートすることで
★解決への意識をもって、
★公民館で学びあうことで、★自力解決の力を付けて、
ポジティブなイメージに変わっていきます
★解決に取り組むことにより、生きる力、生き抜く力、能力を活かす力を身につけた人材が育ち、
★その活動の中でだんだんと「共生し、支え合う地域社会」に変容していきます。
★そして、その力を元にして、他の地域問題に取り組むようになり
★地域の問題が一つ一つ解決して、よりよい社会に高まっていきます。

それでは岡山市の実践例を説明させていただきます
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　日本では、第二次世界大戦後の急速な経済成長により、物質的には豊かになり、生活も良くなっています。
しかし、その経済成長の陰では格差が広がり、
★それまでセーフティーネットとして働いていた「人と人のつながり」　地域のコミュニティが薄れ、
　地域によってはコミュニティの機能を維持できなくなっています。

私たちは★公民館での学び合いによりコミュニティを復活・活性化　させる実践を発表します。

発表テーマは「学び合いが地域を変える」　～新しいコミュニティの創造～　です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
日本では　高齢者のいる世帯が４割と増えており、
★そのうち、高齢者のみの世帯が半数と多くなっています。
以前は多世代、大家族でしたが、最近は少人数、単独世帯が多くなっており、
★親子のつながり、人と人のつながりが少なくなっています
★社会的に孤立している人が１５．３％にもなっており、これは世界一位です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
岡山市も同様の傾向で
★核家族化率は８１．５％にもなっています
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このような現状の中で
　岡山市の公民館では
★「語り合う場、学び合う場、つながる場」を公民館の役割として位置づけており、また、中学校区に一つの公民館、市内に３７館を設置しております。
★各地域の実態に合わせた内容の講座を企画・開催していますが、講座で知識を学ぶだけでなく、
★人とつながり、学び合うことで、地域で活躍し、コーディネートできる人材を育てることを目指しています。そして、地域での実践を通して、地域でのネットワークづくりを進めています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日発表させていただくのは、
発達障がい、高齢者、子育て世代に関する３館の事例です。

★「子育ての悩みに独り悩んでいるお母さんが「にっこり」できるようにと始まった福浜公民館の「ニッコリーナ」では
子育ての悩みをお互いに聴いたり、子育てについての学習会を開いたりしています。
★同世代だけではなく、異世代の人ともつながり、学び合うことで、
受講者が、他の課題についても学びたくなったり、自分で活動したくなったりという意欲を持ち始め
個人のエンパワーメントになっています。
その結果、もっといろいろと知りたくなり、他の公民館の取り組みに学ぼうという動きも出てきました。
★また、公民館では、同様な活動をしている「おやこクラブ」などの地域のグループの活動も支援をしています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、光南台公民館の実践です

近年、学習面や行動面で集団の中で「困り感」を持つ子どもが増えております。
「生まれつきの脳の微細な機能障害」が原因となり、
★日常生活で「不自然な行動」をするために、
周囲から理解されず、「変わった人」として特別視され、
学校などの集団生活に入りにくい状況がありました。
特にコミュニケーション能力が不足しており、外見からは発達障がいとわかりにくいため、保護者の多くは不安や戸惑い、孤立感を感じながら子育てをしています。

★学校の児童の６．５％いると言われ、クラスに２～３人いることになります。
その半数弱が発達障がいと認識されていなかったり、特別な支援を受けないまま、学校で生活して卒業しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　発達障がいを持つ子どもの保護者が抱えている社会的孤立感の解消に向け、
2007年6月から、当時、主任児童委員であった藤井先生と一緒に、
軽度発達障がいについて理解を深め、情報交換し、
★ざっくばらんに話し合える場として「人・ふれあい・ひろば」を開設しました。

　当講座は毎月２回開催し、現在は10人くらいの保護者が入れ替わりながら参加しています。
最初に話題提供として、藤井先生の著書「ぼくの場所」から、発達障がいを持つ子どもの詩を紹介し、その詩にまつわるテーマで情報交換をします。
　続いてのフリートークでは、参加者が子どもの状況や悩みを話し、藤井先生がアドバイスするだけでなく、他の参加者も自分の経験を出し合って、お互いにアドバイスし、励まし合っています。

★最初は相談だけだった保護者が、だんだんと自分の経験を伝えることが増えています。
　回を重ねるにつれて参加者も多くなり、藤井先生や保護者自身、こういった座談会を広く地域で行っていく必要性を感じて、
★自分たちで活動していこうとNPO法人を立ち上げました。（NPO法人　人ふれあいひろば）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　さらに、高学年になった発達障がいの子どもたちに、就労に向けた体験をさせたいという声が上がり、
★「わーく　わーく」という職場体験を公民館と一緒に行いました。就労支援、社会人教育支援に繋がっています。
★また、発達障がいについての理解を深めるため、体験談や子どもの作品を紹介した「にこにこ通信」を保護者と一緒に公民館で発行し、公民館だよりにも一枠を設け、情報発信や輪の一層の広がりに役立っています。
★また、発達障がいを持つ子ども達に必要な活動の場が少ないことにも気づき、居場所が必要だという声があがり、保護者たち自身が共同で子どもたちのための居場所を作り上げました。
音楽を楽しむ「ちゃれんじ・みゅーじっく」や交流会「with　you」など、保護者が運営や支援を行っています。
★公民館での学びが、地域の活動につながっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★保護者は、我が子の障がいについて学び、正しく理解することができた。
また、同じ悩みを持つ保護者とつながる中で、お互いに支え合う仲間ができた。
子ども達に必要な活動の場が少ないことに気づき、自分たちで活動の場を作り上げ、運営や支援をしています。
★子どもたちは職場体験や居場所を通じて、必要なコミュニケーションが取れる機会が増え、充実感・達成感を感じ、楽しく活動できるようになった。
★地域では「にこにこ通信」や、公民館で行っている職場体験「わーく★わーく」等により、障がいについて知り、理解し、温かい目で見ることができるようになった人が増えています。

★また、他の地域から講座に参加していた人たちが、自分の地域でグループを作って、地域で学習会を始めています
また、★福浜公民館の子育て講座の受講生は、光南台公民館の講座を受講に行き、自分のところで活動しようと、人のつながりを広げています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　次の実践として　震災被災者や一人暮らしの高齢者の「心のケア」に取り組むために、傾聴ボランティアを養成した福田公民館についてお話しします。

傾聴ボランティアとは
★「肯定的」「共感的」「受容的」に相手のお話を「傾聴的に聞く」ことです。（Active Listening）
　話すことで抱えている問題に自分で答えを見つけてもらう支援をします。
　これができるようになるには一定のトレーニングでスキル（技法）を身につける必要があります。

★養成講座は７日間、１４時間の講座で現在４年目になり、修了生は６８名です。
　第２回には施設の担当者による講義で施設についての理解や心構えを聴きます
　第６回は体験学習をしています。
　
★（つづく）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
第７回は体験学習の振り返りをしたり、傾聴ボランティアのミニ講演をしています。
この中で、ボランティア登録をＰＲしてもらって、約半数が登録をして活動を続けます。

★福田傾聴ボランティアグループ「福のみみ」を組織し、現在３６名が活動しています。

★３施設での活動は昨年度は４２回の傾聴活動をしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
活動の感想としては
　傾聴してもらう人では、話をすることで、生きがいや生活の張りが出てきており、この機会を楽しみにしています。

★傾聴する人は、その後、自宅の高齢者の傾聴をしたり、近所の独居老人に声がけしたり、お話しをしっかり聴くようになり、喜ばれています。
自分を見つめ直す契機ともなり、達成感や充実感が増しています。
傾聴のスキルを活かして、自分の住んでいる地域の施設で活動をしようとし始めています。

地域では、高齢者施設での活動のみならず
★近所の高齢者の相談相手や、お茶のみ相手的に「傾聴」を行っています
　また町内の「ふれあい・いきいきサロン」で「傾聴」を行っています
　町内会長や民生委員との連携により、町内の独り暮らしの高齢者宅を訪問し「傾聴」を行っています
　このように、地域の住民である「傾聴」の技法を備えたボランティア活動者が、自主的・主体的に動き、地域に居住する対象者をケアするという形態の活動が構築されつつあります。
地域での広がりと展開が期待されます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　これらの事例は、★今後のボランティア活動の在り方である「個人の活動」から「地域を巻き込んだ活動」へという活動の方向性を示唆するものであります。
現在の活動場所のみならず、このような地域でのボランティア活動が障がいを持つ人や高齢者の見守り・声掛け・支援に繋がり、それがひいては地域の「つながり」や「きずな」を再生し「地域の活性化」をもたらしていくことになります。

「自分自身と子どもが抱える困難をなんとかしたい」「生きがいを得たい」「仲間がほしい」
最初の動機は様々ですし、自分自身のための学びから始まっています。
それが、学び、行動し、自分の成長を感じて自信をつけることで、地域社会に主体的に関わろうとする人に変わっていっていることが、大きな成果といえます。

それでは発達障がいの子どもをかかえながら、光南台公民館で実際に活動している方のお話しを、関わっておられる藤井さんから紹介させていただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先ほど紹介のありましたＮＰＯ法人「人・ふれあい・ひろば」の理事長、岡山県青少年相談員をしております藤井弥生です。　　　
　光南台公民館での発達障がいの子どものお母さんの支援について、Ｙさんの実例を紹介させていただきます。ご本人からの方が良いとは思いましたが、このような大きな会では十分にお話しでできそうにないとのことで代わりにお話しさせていただきます。
　Ｙさんには子どもが３人います。３人とも何かしらの生きにくさを持っているようですが、その中の次男は小学３年生の時、発達障がいの診断を受けました。
　発達障がい自体がよく分かっていなかったＹさんは、本を読みまくりましたが、本の内容が全て息子に当てはまっているわけではありません。手探り状態でした。支援学級に入れれば何とかなる、と思いましたが、そうではありませんでした。
　中学校に進学するとき、本人が普通学級を望んだので、学校に相談に行ったところ「支援を受けたいなら、支援学級に…」と言われましたが、主治医に「この子は中学校は半分いけたらいいですね」と言われていたので、だったら、本人が望む方向でと普通学級に決めました。
　中学校ではＹさんが望む支援はほとんど受けられませんでした。最初に言われていましたが、どうにかなるだろう、と甘えもあったようです。
そんな中、居場所をなくした息子さんは教室にいることができなくなり、うろうろするようになりました。
　そこからは本当にひどい状態になり、Ｙさんの精神状態もおかしくなってきました。そんなとき、地区の児童委員の方が、光南台公民館の「人・ふれあい・ひろば」という講座に連れて行ってくれました。わたしとのとの出会いです。
　何ヶ月も講座にきていても、ただ泣いていました。半年ほど過ぎた頃、わたしが「『人・ふれあい・ひろば』をＮＰＯにしたいと思っているのだけど、手伝ってくれる人はいませんか」との呼びかけに、Ｙさんはびっくりするくらい迷わず手を挙げていました。

ＮＰＯの活動では、光南台公民館でも自分の経験を話す機会がありますが、それだけでなく他の公民館での講座にも参加して、自分の今までの経験を話したり、相談相手になったりと活動を広げています。

Ｙさん自身、今でも悩み、泣くこともあるようですが、発達障がい児を育てた先輩お母さんとして、少しでも相談相手になればと、活動を続けています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　私たちが公民館で行っていることを一つの図に整理しています。
★問題をいろいろと抱えている地域、そのネガティブなイメージの地域が、
★公民館が学びの場を設定し、コーディネートすることで
★解決への意識をもって、
★公民館で学びあうことで、★自力解決の力を付けて、
ポジティブなイメージに変わっていきます
★解決に取り組むことにより、生きる力、生き抜く力、能力を活かす力を身につけた人材が育ち、
★その活動の中でだんだんと「共生し、支え合う地域社会」に変容していきます。
★そして、その力を元にして、他の地域問題に取り組むようになり
★地域の問題が一つ一つ解決して、よりよい社会に高まっていきます。
★福浜公民館では現在受講者が主体的に学び始めた段階です。
★福田公民館ではボランティアが地域で活動し始めています。
★光南台公民館では他の課題や地域に取り組み始めています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私たちは公民館の役割をこのように考えています
　★困難を抱えている人の問題を、地域や社会の課題として位置づけること。
　★その上で、どのように乗り越えていけばよいのかを考えるための学びを、当事者といっしょに作っていくこと
　★学んだ人が行動を起こせるように支援をしたり、活動できる場を作ること
　★その活動が拡がっていくように、活動の内容や意義を広く知らせる工夫をしたり、地域やほかの活動とつなげたりしていくこと

★今後の課題としては、次のようなことが考えられます
★自ら学び活動することに慣れていない人が多いため、興味付け、動機付けが必要です
★　まだまだコーディネーターやリーダーが不足しているため、養成が必要です　
★　地域のコミュニティの場を作ったり、
★既存の組織を活用するための取り組みが必要でもあります
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今後も公民館での学び合いのパワーにより、地域社会が高まっていき、学び合いはループし、より高まっていく
　学びをつなぎ学ぶ続ける人を育成したいと思います　　　

最後に一句
　★ 凍星も星座を組めば煌けり（野澤節子） � （いてぼしも　せいざをくめば　かがやけり）
Solitary and un-shine star,  If  Constellation is constructed,  It can shine 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これで第６分科会　エンパワーメント
岡山市の実践の発表を終わります。
ありがとうございました。
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